
上桂川漁業協同組合遊漁規則の変更について

１ 変更の概要

・キャッチアンドリリース区域の設定

・遊漁料免除内容の変更

・別記様式に係る項目の削除

２ 新旧対照表

変更前 変更後

（遊漁の方法等） （遊漁の方法等）

第３条 次の表のア欄に掲げる魚種を対象とする遊漁は、それ 第３条 次の表のア欄に掲げる魚種を対象とする遊漁は、それぞ

ぞれイ欄に掲げる方法によりウ欄の統数又は規模の範囲内に れイ欄に掲げる方法によりウ欄の統数又は規模の範囲内におい

おいてエ欄の区域内及びオ欄の期間内でなければならない。 てエ欄の区域内及びオ欄の期間内でなければならない。

中略 中略

２ 次の表のア欄に掲げる魚種については、イ欄に掲げる区域で

ウ欄に掲げる期間においては、採捕した魚の所持又は販売をし

てはならず、その場で速やかに再放流しなければならない。

ア魚種 イ区域 ウ期間

仏谷川本流及びその支 ３月１日から９月

あまご 流（京都市左京区広河 ３０日までの期間

原町の桂川本流との合 内で、組合が定め

流点から上流） て公表する期間

２ 前項の公表は、組合の掲示板及び第７条に規定する遊漁料 ３ 前２項の公表は、組合の掲示板及び第７条に規定する遊漁料

の納付場所に掲示するものとし、かつ、必要があるときは、 の納付場所に掲示するものとし、かつ、必要があるときは、京

京都新聞にこれを掲載するものとする。 都新聞にこれを掲載するものとする。

中略 中略

（遊漁料の額及び納付の方法） （遊漁料の額及び納付の方法）

第７条 第７条

１～２ 略 １～２ 略

３ 次の表のア欄に掲げる者の遊漁料は第１項の規定にかかわ ３ 次の表のア欄に掲げる者の遊漁料は第１項の規定にかかわら

らずイ欄のとおりとする。この場合の遊漁料は、組合事務所 ずイ欄のとおりとする。この場合の遊漁料は、組合事務所にお

において取扱うものとする。 いて取扱うものとする。

４ 前項の規定による遊漁料を適用しようとするときは、組合は、

当該申請者に対し、同項の表のア欄に掲げる者に該当すること

を証する書類の提示を求めることができる。

ア遊漁する者の区別 イ遊 漁 料 ア遊漁する者の区別 イ遊 漁 料

中学生以下の者 免除 満18歳以下の者 免除

身体障害者 第１項に規定する各料金の２ 身体障害者 第１項に規定する各料金の２

分の１の額 分の１の額

４ 略 ４ 略

（遊漁承認証等に関する事項） （遊漁承認証等に関する事項）

第８条 組合は、第２条第３項の承認をしたときは、別記様式 第８条 組合は、第２条第３項の承認をしたときは、遊漁承認証

１の遊漁承認証（以下「遊漁承認証」という。）を交付する を交付するものとする。但し、年券に限り遊漁承認証を交付

ものとする。但し、年券に限り遊漁承認証を交付するまで するまでの間、仮遊漁承認証を発行することができるものと



の間、別記様式２の仮遊漁承認証（以下「仮遊漁承認証」 する。

という。）を発行することができるものとする。

２～６ 略 ２～６ 略

（遊漁に際し守るべき事項) （遊漁に際し守るべき事項)

第９条 略 第９条 略

（漁場監視員） （漁場監視員）

第１０条 漁場監視員は、この規則の履行に関して必要な指示 第１０条 漁場監視員は、この規則の履行に関して必要な指示を

を行うことができる。 行うことができる。

２ 漁場監視員は、別記様式３の漁場監視員証を携帯し、かつ、 ２ 漁場監視員は、漁場監視員証を携帯し、かつ、漁場監視員で

漁場監視員であることを表示する腕章を着けるものとする。 あることを表示する腕章を着けるものとする。

（別記様式を全て削除）

中略 中略


